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教育・サービス活動  

講演会「教育への ICT利用の最前線」実施報告 

 

欧米大学発ベンチャーの MOOC（大規模公開ネット授業）や、カーン・アカデミーなどのオンラ
イン教育は世界中で急速に普及し、既存の教育機関のカリキュラム編成や社会人教育／就職などに
も大きく影響を与えている。そこで、Courseraにおける受講体験やミートアップ（勉強会）実践を
交えながら、オンライン教育の最新状況と可能性、MOOC時代の標準的なコース設計、実践プラッ
トフォームとしてのMoodleの可能性について理解することを目的に、専門家を招いて実習も含め
た講演会を開催した。 

 

主 催 富山大学総合情報基盤センター 

講演会名 教育への ICT利用の最前線 

講 師 井上 博樹（eエデュケーション総合研究所 チーフコンサルタント） 

実施日時 平成 25年 11月 8日 

会 場 富山大学理学部多目的ホール 

内 容 第 1部：講演 13：30～14：35 

「オンライン教育普及の現状と、Moodle による実践のススメ」 

第 2部：実習 14：50～16：45 

「Moodle で MOOC スタイルのオンラインコースを作成してみよう」 

参加者数 第 1部 35名 第 2部 21名 

 

 MOOCへの関心が高まっていることを反映してか、県外からも参加者があった。 

第 1部の講演では、まずオンライン教育についての大きなトレンドについて、およびオンライン
教育のプラットフォーム変遷についての解説がされ、その中での Moodleのポジショニングについ
て、解説された。そして MOOC時代に標準的な
コース設計（フリップモデル等）について紹介さ
れた。 

第 2部の実習では、Moodle上にコースを開設
し、MOOC時代の標準的なミニレクチャー作成や、
確認テスト作成、コースレイアウト調整などに取
り組んだ。 


